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蜂須賀倫造氏使用の船大工道具について

猪熊　樹人　
（根室市歴史と自然の資料館）

１．資料について　
　ここで紹介する資料は、元根室市役

所職員の蜂須賀正則氏から、2013（平

成 25）年に寄贈申し出のあった資料

で、ご尊父の蜂須賀倫蔵氏が使用して

いたものである。

　蜂須賀倫蔵氏は、1911（明治 44）

年 9 月 7 日に、蜂須賀豊蔵、カメヨ

の二男として、福島県双葉郡請戸村（現

在の福島県双葉郡浪江町）に生まれた。

その後、福島県石城郡四倉町（現在の

福島県いわき市）で船大工の技術を身

につけた。1941（昭和 16）年に根室

町に婚姻届を出しているので、昭和初

期には根室に来ていたと考えられる。

　根室では、田家政平氏のもとで造船

業にたずさわり、田家政一造船所、田

家時光造船所でも棟梁として活躍し

た。戦後しばらくの間、木造船を作っ

ていたが、船の材質転換が進む中、船

に使われる木質の付属部品も作ってい

たという。

　資料はノコギリ類、ノミ類　釘打ち

などの工具を中心に構成され、電動カ

ンナのような電動工具もわずかに含ま

れる。水産業が盛んな根室市において

造船業は重要であり、現在ほぼ作られ

なくなっている木造船を建造する道具

類であり、かつ一括性が高いことから

資料として収蔵することとなった。

2. 資料の整理について　

　寄贈された船大工道具は木製の道具

箱に収まっているものやノコギリのよ

うに単体になっているものがあり、基

本的には 1 点ずつ当館で使用してい

る資料番号を付していき、資料名、寸

法、特徴についてとりまとめ、最終的

には当館のデータベースに整理して

いった。なお、もともと道具箱に収まっ

ている資料はその一括性を保持するた

め、箱の中身を移動させないようにし

た。

　船大工道具独特のものが多く含ま

れるため、名称については山田佑平

1993『船大工考』に拠った。また、『船

大工考』に記載がなかったり、道具の

一部と思われる資料については形状か

ら判断し、名称をつけた。

　ここでは、紙幅の都合もあるため、

資料の総体について紹介することを目

的に資料番号、名称、大きさを表にま

とめた。
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ 計測値 1 計測値 2 計測値 3

1 2013 880 金切鋸 1 最大長 53.3 刃渡り 26.2 刃幅 2.1

2 2013 881 両刃鋸 1 最大長 64.7 刃渡り 31.5 刃幅 9.3

3 2013 882 両刃鋸 1 最大長 64.0 刃渡り 33.5 刃幅 10.8

4 2013 883 引廻し鋸 1 最大長 37.0 刃渡り 23.5 刃幅 1.2

5 2013 884 引廻し鋸 1 最大長 54.0 刃渡り 24.0 刃幅 2.0

6 2013 885 通し鋸 1 最大長 55.0 刃渡り 7.2 刃幅 3.2

7 2013 886 通し鋸 1 最大長 71.5 刃渡り 35.5 刃幅 4.2

8 2013 887 通し鋸 1 最大長 72.0 刃渡り 36.0 刃幅 5.0

9 2013 888 通し鋸 1 最大長 75.0 刃渡り 40.0 刃幅 7.0

10 2013 889 通し鋸 1 最大長 90.0 刃渡り 46.5 刃幅 10.0

11 2013 890 バラ目鋸 1 最大長 75.0 刃渡り 30.0 刃幅 8.5

12 2013 891 バラ目鋸 1 最大長 75.0 刃渡り 42.5 刃幅 7.5

13 2013 892 バラ目鋸 1 最大長 72.5 刃渡り 39.5 刃幅 9.5

14 2013 893 バラ目鋸 1 最大長 82.0 刃渡り 44.5 刃幅 12.0

15 2013 894 バラ目鋸（刃のみ） 1 最大長 71.0 刃幅 12.0

16 2013 895 マサカリ 1 175.0 18.5 3.3 最大長 71.5

17 2013 896 マサカリ 1 15.0 16.2 3.3 最大長 69.0

18 2013 897 マサカリ 1 14.0 16.0 2.8 最大長 60.5

19 2013 898 柄 1 長さ 34.5 横 2.7 径 2.7

20 2013 899 柄 1 長さ 34.4 横 3.0 径 3.0

21 2013 900 柄 1 長さ 39.7 横 3.0 径 3.0

22 2013 901 帆布 2 52.5 89.5 縦 46.5 横 58.5

23 2013 902 ポンコチ 1 5.30 32.0 5.3

24 2013 903 ポンコチ 1 5.30 26.0 5.3

25 2013 904 ポンコチ 1 5.00 30.0 5.0

26 2013 905 ポンコチノミ 1 最大長 31.7 刃幅 3.2 柄尻 3.5

27 2013 906 ポンコチノミ 1 最大長 20 刃幅 4 柄尻 2.8

28 2013 907 ポンコチノミ 1 最大長 5.3 刃幅 4.5 柄尻 2.5

29 2013 908 ポンコチノミ 1 最大長 32.3 刃幅 2.6 柄尻 2.5

30 2013 909 ノミ 1 最大長 22.5 刃幅 4.4 柄尻 3.3

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

31 2013 910 釘締め 1 最大長 21.0 厚さ 0.57 柄尻 1.8

32 2013 911 玄能 1 最大長 36.0 頭長 15.5

33 2013 912 鉋 1 24.7 7.2 6.7

34 2013 913 砥石 1 35.5 8.3 5.4

35 2013 914 ボルト締め 1 長さ 30.5 太さ 3.4

36 2013 915 鉄棒 1 長さ 38.7 太さ 1.1

37 2013 916 道具凾 1 30.0 81.0 11.0

38 2013 917 砥石 1 32.5 7.5 7.0

39 2013 918 砥石 1 34.0 7.5 6.0

40 2013 919 砥石 1 26.5 7.2 6.5

41 2013 920 砥石 1 21.5 6.8 4.3

42 2013 921 玄能 1 最大長 40.0 頭長 16.5

43 2013 922 玄能 1 最大長 44.5 頭長 14.5

44 2013 923 ハンマー 1 最大長 68.0 頭長 13.0

45 2013 924 墨差し 1 長さ 36.0

46 2013 925 墨差し 1 長さ 29.0

47 2013 926 両鍔 1 最大長 34.0 刃渡り 20.0 柄尻３.0

48 2013 927 片鍔 1 最大長 38.0 刃渡り 24.8 柄尻３.0

49 2013 928 鍔の柄 1 長さ 13.8 柄尻 3.0

50 2013 929 手鉤 1 長さ 12.0 刃渡り 7.0

51 2013 930 手鉤 1 長さ 29.6 刃渡り 4.0

52 2013 931 ネジまわし 1 長さ 33.4 ハンドル 13.3

53 2013 932 ボルトまわし 1 長さ 20.0 太さ２.0 両端３.0

54 2013 933 寸取棒 1 長さ 49.6

55 2013 934 寸取棒 1 長さ 60.5

56 2013 935 ハサミ 1 全長 19.0 刃部分 8.0

57 2013 936 釘抜き 1 全長 28.5

58 2013 937 鉄工用ヤスリ 1 全長 43.8 ヤスリ長さ 30.5 ヤスリ太さ 1.3

59 2013 938 手斧 1 全長 90.0 刃部長 14.5 刃部横 8.3

60 2013 939 手斧（柄なし） 1 14.0 8.3

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ 計測値 1 計測値 2 計測値 3

61 2013 940 巻尺 1 13.0 13.0 3.0

62 2013 941 コンベックス 1 6.0 5.0 2.0

63 2013 942 軽子 1 長さ 5.5 径 1.2 針部分 0.5

64 2013 943 柄 1 長さ 32.0 径 2.0

65 2013 944 柄 1 長さ 32.5 径 1.7

66 2013 945 柄 1 長さ 35.5 径 2.4

67 2013 946 柄 1 長さ 27.5 径 1.3

68 2013 947 柄 1 長さ 7.0 径 3.0

69 2013 948 柄 1 長さ 27.0 径 1.5

70 2013 949 柄 1 長さ 19.7 径 1.5

71 2013 950 頭錐 1 長さ 14.5 径 1.3 刃幅 4.0

72 2013 951 頭錐 1 長さ 14.3 径 1.0 刃幅 3.0

73 2013 952 頭錐 1 長さ 17.0 径 1.1 刃幅 5.2

74 2013 953 頭錐 1 長さ 12.5 径 0.7 刃幅 4.5

75 2013 954 頭錐 1 長さ 12.8 径 0.7 刃幅 5.0

76 2013 955 頭錐 1 長さ 11.7 径 0.7 刃幅 3.0

77 2013 956 頭錐 1 長さ 11.3 径 0.6 刃幅 3.7

78 2013 957 木べら 1 長さ 29.2 厚さ 0.8

79 2013 958 木べら 1 長さ 29.5 厚さ 0.7

80 2013 959 スパナ 1 長さ 20.0 厚さ 0.8

81 2013 960 スパナ 1 長さ 11.5 厚さ 0.4

82 2013 961 ヤスリ（柄付き） 1 長さ 20..5 刃長 10.0

83 2013 962 ヤスリ 1 長さ 25.0

84 2013 963 ヤスリ 1 長さ 10.0

85 2013 964 ヤスリ 1 長さ 10.0

86 2013 965 ヤスリ 1 長さ 7.5

87 2013 966 長錐 1 長さ 24.0 錐部 12.0

88 2013 967 あさり槌 1 長さ 23.0

89 2013 968 金切鋸の刃 1 長さ 26.5 厚さ 0.12

90 2013 969 金切鋸の刃 1 長さ 26.5 厚さ 0.12

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

91 2013 970 金切鋸の刃 1 長さ 26.5 厚さ 0.12

92 2013 971 引き廻し鋸の刃 1 長さ 26 厚さ 0.12

93 2013 972 かすがい（つかみ） 1 6.0 17.0 厚さ 1.2

94 2013 973 かすがい（つかみ） 1 5.5 18.5 厚さ 0.8

95 2013 974 かすがい（つかみ） 1 5.2 20.5 厚さ 0.7

96 2013 975 かすがい（つかみ） 1 6.5 14.5 厚さ 0.6

97 2013 976 角型釘締め 1 12.3 1.4 厚さ 0.7

98 2013 977 丸型釘締め 1 13.5 2.0 厚さ 1.7

99 2013 978 丸型釘締め 1 13.0 1.5 厚さ 1.5

100 2013 979 丸型釘締め 1 11.5 1.1 厚さ 1.1

101 2013 980 丸型釘締め 1 10.0 0.8 厚さ 0.8

102 2013 981 丸型釘締め 1 9.0 0.7 厚さ 0.7

103 2013 982 ノミ 1 長さ 33.5 刃部 8.5

104 2013 983 ノミ 1 長さ 19.0 刃部 5

105 2013 984 ノミ 1 長さ 15.0 刃部 2.5

106 2013 985 万能ノミ 1 長さ 11.0 刃部 1.5

107 2013 986 ノミ（折れたもの） 1 4.7 3.2 厚さ 0.2

108 2013 987 ポンコチノミ 1 長さ 12.0 刃部 6

109 2013 988 鉄の棒 1 長さ 54.0 太さ 1

110 2013 989 製図器械 11 10.0 17.5 2.0

111 2013 990 革製腰袋（釘袋） 1 27.0 22.0 紐の長さ 42.0

112 2013 991 ドリル 1 27.0 直径 22.0

113 2013 992 スパナ 1 12.5 厚さ 0.4

114 2013 993 鋸カバー 1 6.0 20.0

115 2013 994 腰袋（釘袋） 1 21.0 18.0 紐の長さ 46.5

116 2013 995 道具巻き 1 24.0 42.0

117 2013 996 道具巻き 1 40.0 33.5

118 2013 997 道具巻き 1 44.0 45.0

119 2013 998 丸型帆布 1 20.0 20.0

120 2013 999 金属部品 1 16.0 径 2.2

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

121 2013 1000 サンドペーパー 1 15.0 12.0 直径 2.2

122 2013 1001 木綿糸 1 径 3.0 高さ 1.7

123 2013 1002 プラグ 1 径 3.0 高さ 3.4

124 2013 1003 ネジ 1 径 1.5 長さ 2.5

125 2013 1004 油性マジックペン 1 径 1.5 長さ 14.5

126 2013 1005 色鉛筆と定規 1 定規長さ 17 縦 2.5

127 2013 1006 ナイロンテープ 1 7.0 7.0

128 2013 1007 ノミ 1 全長 27.0 ノミ部縦 8.0

129 2013 1008 ノミ 1 全長 27.5 ノミ部縦 7.5

130 2013 1009 ノミ 1 全長 26.5 ノミ部縦 11.0

131 2013 1010 ノミ 1 全長 25.5 ノミ部縦 10.0

132 2013 1011 ノミ 1 全長 25.0 ノミ部縦 6.5

133 2013 1012 ノミ 1 全長 22.0 ノミ部縦 4.5

134 2013 1013 ノミ 1 全長 27.0 ノミ部縦 7.5

135 2013 1014 ノミ 1 全長 25.5 ノミ部縦 8.5

136 2013 1015 ノミ 1 全長 20.5 ノミ部縦 3.0

137 2013 1016 ノミ 1 全長 22.0 ノミ部縦 6.5

138 2013 1017 ノミ 1 全長 21.0 ノミ部縦 8.0

139 2013 1018 ノミ 1 全長 16.5 ノミ部縦 2.0

140 2013 1019 ノミ 1 全長 18.5 ノミ部縦 4.5

141 2013 1020 ノミ 1 全長 24.5 ノミ部縦 6.5

142 2013 1021 ノミ 1 全長 19.8 ノミ部縦 5.5

143 2013 1022 ポンコチノミ 1 全長 22.5 ノミ部縦 7.0

144 2013 1023
1978 年長崎屋釧路
店のチラシ

1 38.0 54.0

145 2013 1024 道具凾 1 10.0 54.3

146 2013 1025 平鉋 1 24.0 5.7 3.2

147 2013 1026 平鉋 1 27.3 9.0 3.2

148 2013 1027 平鉋 1 27.3 8.5 3.5

149 2013 1028 平鉋 1 27.2 8.2 3.2

150 2013 1029 反鉋 1 14.5 5.0 3.0

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

151 2013 1030 反鉋 1 16.5 5.5 3.5

152 2013 1031 反鉋 1 22.0 5.0 3.5

153 2013 1032 作里鉋 1 25.7 7.7 3.2

154 2013 1033 際鉋 1 22.0 6.0 4.0

155 2013 1034 やすり 1 13.2 2.0 刃部長 10 ㎝ 釘の長さ 6

156 2013 1035 二段錐 1 16.0 3.5 横 2.7

157 2013 1036 金具 1 9.0 30.0 4.3

158 2013 1037 曲尺 1 25.5 13.5 2.0

159 2013 1038 プラグ類 3 4.4 2.6 1.3 線長さ 29.5

160 2013 1039 ロープ 1 長さ 462cm 径 0.7

161 2013 1040 手袋 2 23.5 13

162 2013 1041 カッパズボン 1 42.0 83.0

163 2013 1042 型 1 24.0 12.3

164 2013 1043 型 1 21.5 11.0

165 2013 1044 型 1 21.0 10.2

166 2013 1045 型 1 15.2 8.0

167 2013 1046 型 1 28.0 10.0

168 2013 1047 型 1 26.7 11.0

169 2013 1048 型 1 22.5 12.0

170 2013 1049 型 1 23.0 12.0

171 2013 1050 型 1 24.0 11.0

172 2013 1051 型 1 10.5 10.0

173 2013 1052 型 1 22.0 10.5

174 2013 1053 型 1 20.5 16.0

175 2013 1054 型 1 26.2 14.2

176 2013 1055 型 1 28.0 16.0

177 2013 1056 型 1 27.0 10.5

178 2013 1057 型 1 27.0 10.3

179 2013 1058 道具凾 1 25.5 51.0 22.5 蓋縦 29 横 54.5 高さ 6

180 2013 1059 頭錐 1 25.5 51.0 長さ 39.5 錐部 15.5 径 1.5

単位：cm



8

受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

181 2013 1060 頭錐 1 9.8 錐部長 16.0 径 1.5

182 2013 1061 頭錐 1 55.5 錐部長 27.0 径 1.2

183 2013 1062 頭錐 1 42.7 錐部長 15.0 径 1.0

184 2013 1063 頭錐 1 47.0 錐部長 14.0 径 1.0

185 2013 1064 頭錐 1 71.0 錐部長 14.0 径 0.7

186 2013 1065 頭錐 1 44.0 錐部長 24.0 径 1.0

187 2013 1066 頭錐 1 37.0 錐部長 12.0 径 0.5

188 2013 1067 頭錐 1 20.5 径 1.5

189 2013 1068 頭錐 1 29.0 径 1.0

190 2013 1069 頭錐 1 19.5 径 0.5

191 2013 1070 頭錐 1 13.0 径 1.0

192 2013 1071 頭錐 1 25.0 径 0.5

193 2013 1072 頭錐 1 20.5 径 0.5

194 2013 1073 頭錐 1 29.0 径 1.0

195 2013 1074 頭錐 1 25.0 径 0.5

196 2013 1075 頭錐 1 23.5 径 0.5

197 2013 1076 玄能 1 34.5 頭長 14.0

198 2013 1077 玄能（頭部） 1 9.0 頭長 14.0

199 2013 1078 鍔ノミの柄 1 13.2 高さ 2.5

200 2013 1079 鍔ノミ 1 32.5 刃渡り 26.0

201 2013 1080 両鍔ノミ 1 38.5 刃渡り 24.0

202 2013 1081 錐 1 26.5 錐部長 3.0

203 2013 1082 通釘 1 14.0

204 2013 1083 凾バリ 1 61.0 径 3.0

205 2013 1084 鎹 1 8.0 29.5 径 1.2

206 2013 1085 鎹 1 6.7 31.0 径 1.2

207 2013 1086 鎹 1 6.4 28.0 径 1.0

208 2013 1087 鎹 1 6.0 18.7 径 1.0

209 2013 1088 鎹 1 6.5 20.5 22.5 径 1.2

210 2013 1089 鎹 1 6.5 14.0 径 0.6

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

211 2013 1090 鎹 １ 16.5 4.0 厚さ 0.7

212 2013 1091 鎹 １ 11.6 3.2 厚さ 0.5

213 2013 1092 ポンコチノミ １ 61.5 径 2.0

214 2013 1093 ポンコチノミ １ 80.0 径 1.5

215 2013 1094 ポンコチノミ １ 35.5 径 1.5

216 2013 1095 ポンコチノミ １ 42.5 径 2.5

217 2013 1096 ポンコチノミ １ 41.0 径 2.5

218 2013 1097 ポンコチノミ １ 12.0 径 2.0

219 2013 1098 ポンコチノミ １ 15.5 径 2.5

220 2013 1099 ポンコチノミ １ 14.0 径 1.5

221 2013 1100 ポンコチノミ １ 18.0 径 2.5

222 2013 1101 ポンコチノミ １ 14.5 径 2.5

223 2013 1102 ポンコチノミ １ 17.5 径 1.5

224 2013 1103 ポンコチノミ １ 19.0 径 2.0

225 2013 1104 ポンコチノミ １ 12.0 径 2.0

226 2013 1105 ポンコチノミ １ 13.0 径 1.5

227 2013 1106 ポンコチノミ １ 16.5 径 2.0

228 2013 1107 ポンコチノミ １ 15.5 径 1.3

229 2013 1108 スパナ １ 30.0 径 3.0

230 2013 1109 スパナ １ 26.5 径 3.0

231 2013 1110 スパナ １ 32.5 径 3.5

232 2013 1111 スパナ １ 20.0 径 2.0

233 2013 1112 スパナ １ 20.0 径 1.5

234 2013 1113 スパナ １ 13 径 1.0

235 2013 1114 ヤスリ １ 13.5 歯部長 10.0

236 2013 1115 ヤスリ １ 14.0 歯部長 10.0

237 2013 1116 ヤスリ １ 13.5 歯部長 10.0

238 2013 1117 空気入れ １ 44.0

239 2013 1118 ワッシャ締 １ 22.0 径 2.5

240 2013 1119 ワッシャ締 １ 22.5 径 0.6

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

241 2013 1120 ワッシャ締 １ 24.0 径 1.5

242 2013 1121 ワッシャ締 １ 12.0 径 2

243 2013 1122 金切り鋸 １ 26.5 横 1.2

244 2013 1123 金切り鋸 １ 26.2 横 1.2

245 2013 1124 釘締め １ 13.7 径 1.5

246 2013 1125 釘締め １ 14.0 径 1.0

247 2013 1126 釘締め １ 14.5 径 0.9

248 2013 1127 釘締め １ 35.5 径 2.0

249 2013 1128 釘締め １ 40.0 径 1.0

250 2013 1129 釘締め １ 20.5 径 1.5

251 2013 1130 釘締め １ 19.3 径 1.0

252 2013 1131 寸取棒 １ 76.0 径 0.2

253 2013 1132 寸取棒 １ 70.0 径 0.2

254 2013 1133 寸取棒 １ 70.0 径 0.2

255 2013 1134 ボルト締め １ 21.0 径 4.5

256 2013 1135 ボルト締め １ 23.0 径 1.0

257 2013 1136
週刊保険六法
昭和 48 年 1 月 12 日

１ 39.0 53.0

258 2013 1137 新聞紙 １ 27.0 40.0

259 2013 1138 鍔のみ（刃） １ 24.0 0.8

260 2013 1139 金属片 １ 19.5 5.0

261 2013 1140 金属片 １ 18.7 4.5

262 2013 1141 道具凾 １ 87.0 29.0 16.5

263 2013 1142 柄 １ 42.0 径 3.0

264 2013 1143 柄 １ 22.5 径 3.5

265 2013 1144 柄 １ 23.5 径 3.0

266 2013 1145 柄 １ 35.5 径 1.5

267 2013 1146 柄 １ 31.0 径 1.0

268 2013 1147 柄 １ 25.0 径 1.0

269 2013 1148 柄 １ 21.5 径 1.5

270 2013 1149 柄 １ 29.0 径 1.5

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

271 2013 1150 柄 １ 29 径 1.7

272 2013 1151 柄 １ 24 径 2.0

273 2013 1152 柄 １ 27 径 2.0

274 2013 1153 雛型 １ 8.3 28.0

275 2013 1154 雛型 １ 8.5 28.5

276 2013 1155 雛型 １ 6.7 28.5

277 2013 1156 雛型 １ 9.0 71.2

278 2013 1157 雛型 １ 10.5 66.5

279 2013 1158 雛型 １ 1.5 74.5

280 2013 1159 墨差し １ 17.0 2.0

281 2013 1160 墨差し １ 36.5 2.0

282 2013 1161 墨差し １ 21.5 1.5

283 2013 1162 墨差し １ 16.5 2.0

284 2013 1163 墨差し １ 28.5 1.5

285 2013 1164 墨差し １ 15.4 2.0

286 2013 1165 墨差し １ 28.5 2.0

287 2013 1166 墨差し 1 28.7 2.0

288 2013 1167 墨差し １ 26.0 1.2

289 2013 1168 墨差し １ 17.0 2.0

290 2013 1169 墨差し １ 17.0 2.0

291 2013 1170 墨差し １ 30.0 1.4

292 2013 1171 墨差し １ 28.0 1.5

293 2013 1172 墨差し １ 20.5 0.7

294 2013 1173 墨差し １ 30.0 1.7

295 2013 1174 墨差し用原材 １ 29.5 4.0

296 2013 1175 墨差し用原材 １ 27.5 4.0

297 2013 1176 墨差し用原材 １ 49.5 4.0

298 2013 1177 墨差し用原材 １ 29.5 1.3

299 2013 1178 墨差し用原材 １ 22.0 1.2

300 2013 1179 墨差し用原材 １ 29.5 2.20

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

301 2013 1180 墨差し用原材 1 29.5 2.0

302 2013 1181 墨差し用原材 1 29.5 2.0

303 2013 1182 原木 1 78.0 3.5

304 2013 1183 刷毛 1 19.5 3.0

305 2013 1184 竹ブラシ 1 30.0 1.3

306 2013 1185 型板 1 5.5 27.0 5.7

307 2013 1186 型板 1 6.0 50.0 5.5

308 2013 1187 斜角定規（自由金） 1 3.0 33.5 2.0

309 2013 1188 斜角定規（自由金） 1 2.5 36.0 2.5

310 2013 1189 斜角定規（自由金） 1 3.5 9.5 2.2

311 2013 1190 筆 1 25.5 径 1.5

312 2013 1191 筆 1 34.0 径 1.5

313 2013 1192 プラグ 1 3.0 3.0 3.0

314 2013 1193 プラグ 1 3.0 3.0 6.0

315 2013 1194 綿糸 1 7.5 7.5 4.0

316 2013 1195 ネジ 5 18.2 径 5.2

317 2013 1196 銅板 1 4.5 6.5

318 2013 1197 コンベックス 1 6.0 6.0 2.2

319 2013 1198
マイナスドライバー
の頭

1 0.7 3.5

320 2013 1199 寸取棒 1 11.5

321 2013 1200 金属棒 2 7.5 径 0.8

322 2013 1201 コンパス 1 2.5 16.2

323 2013 1202 金具フック 1 3.8 9.0

324 2013 1203 ナット 3 2.5 2.5 1.5

325 2013 1204 木製軸 1 8.0 径 1.2

326 2013 1205 金属リング 1 2.7 2.7 0.6

327 2013 1206 布 1 12.5 13.5

328 2013 1207 金属環 2 5.7 2.7 2.0

329 2013 1208 電気カンナ 1 20.0 22.0 23.0

330 2013 1209 電気カンナ 1 37.5 18.0 10.5

単位：cm
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受入番号 受入番号 資料名 点数 縦 横 高さ    計測値 1 計測値 2 計測値 3

331 2013 1210 手斧 1 72.0

332 2013 1211 手斧（柄なし） 1 16.0 9.50

333 2013 1212 頭錐 1 15.0

334 2013 1213 頭錐 1 13.3

335 2013 1214 頭錐 1 42.0

336 2013 1215 頭錐 1 44.0

337 2013 1216 頭錐 1 48.0

338 2013 1217 ナット 1 18.0

339 2013 1218 当て布 1 42.0 67.0

340 2013 1219
昭和 53 年 9 月 26 日付
北海道新聞第 12994 号

1 54.0 41.0

341 2013 1220 道具凾 1 85.0 28.0

342 2013 1221 割ばり 1 63.0 9.0

343 2013 1222 マサカリ 1 柄の長さ 29.5 刃長 12.0

344 2013 1223 ハンマー 1 33.0 11.0

345 2013 1224 ロープ 2 330.0 径 0.5

346 2013 1225 ビニールホース 1 62.5 径 4.0

347 2013 1226
ハンドドリル
（クルック）

1 36.0 14.5 6.0

348 2013 1227 道具凾 1 28.0 75.0 19.0

単位：cm
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実は減ってる？根室では身近なオオセグロカモメが準絶滅危惧種に

外山　雅大
（根室市歴史と自然の資料館）

1. 根室では身近なカモメたち
　空を見上げる気持ちよさそうに飛

んでいるカモメ、根室に暮らす私た

ちにとって、“ゴメ” と呼ばれる身近

な隣人（鳥）です。これまで、根室

で記録されているカモメ属の鳥は 14

種類、その中で一年を通して根室で

暮らし、繁殖をするのはオオセグロ

カモメとウミネコの 2 種になります。

オオセグロカモメは体長約 60 ㎝、薄

ピンク色の足、下クチバシに赤い丸点

の模様があり、白い尾羽をしていま

す。ウミネコは体長約 45 ㎝、黄色い

足で、嘴の先端部に黒と赤の模様があ

ります。どちらも無人島や海岸の崖の

上の草地に集団で巣を作り繁殖しま

す。他のカモメが少ない春から夏にか

けての時期であれば、この 2 種の成

鳥は容易に識別することができます。

根室では身近な 2 種類のカモメたち、

その数が減少していることが最近の

研究でわかってきました。

2. オオセグロカモメは準絶滅危惧
   種に

　昨年（2019 年）、根室のユルリ・
モユルリ島で長年調査を行っている

山階鳥類研究所と北海道大学の研究グ

ループが日本で繁殖している 36 種類

の海鳥の個体数の変化を解析した論文

を発表しました。その中で十分な個体

数がいると思われていた、オオセグロ

カモメとウミネコが長期的に減少して

いるという事が明らかになりました。

　特にオオセグロカモメは 1980 年

代に多くの繁殖個体が確認されてい

た集団繁殖地（以下コロニー）にお

いて、2000 年代以降、繁殖個体数の

著しい減少が続いています（Senzaki 

et.al. 2019）。根室市においても、そ

の傾向は顕著で、モニタリングサイト

10001) の調査地であるモユルリ島に

オオセグロカモメ（左）とウミネコ（右）
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設置された固定調査区においてオオセ

グロカモメの巣をカウントした調査の

結果をみると、1998 年には 200 巣

以上のオオセグロカモメの巣が確認さ

れていましたが、2007 年には 31 巣、

2010 年には 5 巣、2013 年以降は 0

巣とその数が激減しています。2019

年に行われた調査でも、オオセグロカ

モメの巣はユルリ島でわずかに 18 巣

確認されたのみで、モユルリ島では確

認できなかったと報告されています

（2019 年環境省モニタリングサイト

1000 海鳥調査報告書）。

　このような個体数の減少を受けて、

オオセグロカモメは 2020 年より環境

省レッドリストにおいて準絶滅危惧種

に指定されました。

3. オジロワシが増えて、カモメが
　減った？
　オオセグロカモメやウミネコはな
ぜその数を減らしたのでしょうか？餌

となる魚の減少とともにその原因とし

て挙げられるのが、捕食者であるオジ

ロワシの個体数の増加です。かつては

幻の鳥と呼ばれていたオジロワシです

が、根室を含む道東地域では個体数が

増加しています。このオジロワシが頻

繁にカモメのコロニーを襲い、雛や親

鳥を捕食することがカモメ類の個体数

を減少させた原因の一つであると考え

られています。実際、根室のユルリ島・

モユルリ島では海鳥の繁殖期である

カモメ類の捕食者オジロワシ

準絶滅危惧種になったオオセグロカモメ

モユルリ島では海鳥の繁殖期である春

から夏にかけて、若鳥、成鳥、あわせ

て 13 羽ものオジロワシを観察したこ

ともあります。前述のモニタリング

サイト 1000 の報告書の中でも 20 羽

ものオジロワシがユルリ島、モユルリ

島周辺で確認され、カモメやウのコロ

ニーを頻繁に襲撃し、雛を捕食する

姿も観察したとあります。その為、カ

モメたちは営巣を放棄してしまいコロ

ニーは崩壊、個体数の減少につながっ



たと考えられます。

4. 屋根で子育てするオオセグロカ
モメたち
　本来、無人島や海岸の崖の上の草
地に巣を作り繁殖していたオオセグ

ロカモメですが、1990 年代後半から

2000 年代前半にかけ建物の上や漁港

のテトラポッドなど、人工物の上に巣

を作り繁殖する例が増えてきています

（長谷部 2013）。根室でも同じぐらい

の時期から、落石漁港や花咲漁港など、

漁港の近くの建物の屋根の上で巣を作

り繁殖しています。オジロワシの個体

数も 2000 年代前半から増加しており

その時期が一致しています。

　落石漁港周辺の建物の屋根の上に作

16

られたオオセグロカモメの巣を 2017

年、2018 年の繁殖期にカウントした

ところ、2017 年に 220 巣、2018 年

に 256 巣を確認することができまし

た。雛が巣立つ直前の 8 月中旬に屋根

の上にいる雛を数えたところ、2017

年 が 122 羽、2018 年 が 151 羽 で、

それなりの数の雛を巣立たせているよ

うです（外山未発表データ）。

　もともとオオセグロカモメが繁殖し

ていた無人島や海岸の崖の上と比較し

て、周囲に人の出入りがあり、オジロ

ワシが容易に近づかないことも漁港付

近の建物の屋根の上でオオセグロカモ

メが営巣するようになったことと関係

しているように思います。また漁業残

渣などの餌にありつく機会も多そうで

落石漁港の屋根に巣を作るオオセグロカモメ 屋根に並ぶオオセグロカモメの雛たち



1) 環境省モニタリングサイト 1000
　日本列島の多様な生態系の質的・量的な劣化を把握するための調査。環境省が全
国にわたって 1000 ヶ所程度のモニタリングサイトを設置し、基礎的な環境情報の
収集を長期にわたって継続し行っている。

【参考文献】

Senzaki, M. et al. (2019). Long-term declines in common breeding seabirds in 
Japan. Bird Conservation International, pp. 1-13.

環境省 (2019). 2019 年度モニタリングサイト 1000 海鳥調査報告書

長谷部真 . (2013). 北海道北西部におけるオオセグロカモメが繁殖する海岸沿いの屋
根の特徴と巣の位置 . Bird Research, 9, S13-S18.
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す。オオセグロカモメは人の暮らしを上手く利用し、オジロワシを避け、子育てを行っ

ているのではないかと考えられます。

　このように新たな繁殖場所を利用し、繁殖を続けるオオセグロカモメですが、環

境省レッドリストの改定理由をみると、屋根などの人工建造物を利用して繁殖して

いる個体の数を合わせても、1980 年代のオオセグロカモメの繁殖総個体数に満た

ないと述べられています。オオセグロカモメの動向、根室でも注意してみていけれ

ばと思っています。



令和元年度の受入資料

合計　4１０　点

昨年度も貴重な資料を多数お寄せ頂きました。記してお礼申し上げます。
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受入票
番号

寄贈者氏名 資料名 点数

前田仁
空襲ｻｲﾚﾝ、いろ媛看板、洗濯板、抽選器、雪印バター木箱、サントリー
木箱、こんにゃくいも押出器、手拭（根室商業など）10点、出羽海一門根
室巡業ﾎﾟｽﾀｰ、ノスリ剥製

長谷川光博 根室秋田県人会会旗、秋田県人会北海道連合会会員名簿

小杉敬助 オジロワシ

松永洋子 郵便秤

佐藤克子 釧路土木事務所管内図1点、根室町市街図8点

竹内義人 絵葉書

八幡三郎 そろばん

吉岡英之 旧樺太日露国境標石天第1号拓本

佐藤江美 ラッコ毛皮製のベスト

山本恵子 根室缶詰株式会社関連資料と山本家で使っていた道具

萬年好史
刺子防火服:1点、法被:2点、襦袢：1点、帯：3点、刺子腹掛：1点、腹掛：1
点、股引：1点、風呂敷：1点、複写写真「昭和25年頃出初式」：1点

橋本健 大町桂月の書

小林澄 縄文土器（北筒式）1点、続縄文土器（下田ノ沢Ⅱ式）1点、ノート2点

福田光宏 福田家関係資料

藤澤進司 船内表示板（アカイカの捌き方）



令和元年度のおもな普及事業

　　　　　　★ 企画展 ★

「海辺でみつけたタカラモノ展」

　期間：2019/4/27 〜 5/10

　開催場所：総合文化会館

「北構保男氏の研究業績と根室地方の

　　　　　　　　オホーツク文化資料」

　期間：2019/9/15 〜 9/19

　開催場所：総合文化会館　　　　　

　　　　　  ★ 講演会 ★

対談「1792 年日露出会いの地・根室」

　講師：川上　淳 氏（札幌大学教授）、

 　相原　秀起 氏

　（道新ぶんぶんクラブ事務局長）

　開催日：2019/5/31　参加者：75 名

　場　所：総合文化会館多目的ホール

特別講演会「オホーツク文化から日本を

見る」

　講師：中西進氏（高志の国文学館 館長）

　開催日：2019/9/18　参加者：314 名

　場所：総合文化会館小ホール

　　　　　　　　　（実行委員会事業）

資料館講演会

「ヒグマの生態と生息動向および近年の

被害状況から見たヒグマと人の関係」

　講師：佐藤　善和　氏

　（酪農学園大学環境共生学類教授）

　開催日：2019/12/4　参加者：55 名

　　★ 観察会・見学会・学習会 ★

自然観察会　

「春の足環つけ調査体験＆ちょこっと森

散歩」　

　開催日：2019/5/11　参加者：17 名

　開催場所：フィールドイン風露荘

「春の春国岱でビーチコーミング」　

　開催日：2019/5/18　参加者：31 名

　開催場所：春国岱海岸

資料館ラボ vol.10「どんな魚にあえるか

な？根室の川でお魚調査体験」

　開催日：2019/7/21　参加者：16 名

　開催場所：別当賀フレシマ

「とげとげウニからランプを作ろう」

　開催日：2019/8/18　参加者：15 名

　開催場所 : 資料館

「ミニチュア土偶作り講座」

　開催日：2019/8/17　参加者：16 名

　開催場所 : 総合文化会館工芸室

資料館ラボ Vol.11「足環付け調査体験秋

編」

　開催日：2018/9/22　参加者：11 名

　開催場所：フィールドイン風露荘　

　

　　★ 藤野家古文書解読会の支援 ★　

  月２回開催　参加総数：143 名

　2020 年　8 月　印　刷・発　行
   編　集　　猪熊　樹人
　発　行　　根室市歴史と自然の資料館
　　　　　　〒 087-0032
　　　　　　北海道 根室市 花咲港 209
　　　　　　tel/fax：0153-25-3661


